
平成２２年度　政府予算案（大阪府環境農林水産部関係）の決定内容
平成22年2月22日

大阪府
※ ２月１日現在で国の各省庁からの情報により作成したものです。
	要望・提案事項
	概算要求状況
	予算内容等
	備　考

	１　PCB廃棄物の適正かつ確実な処理

・低圧機器等PCB汚染物の拠点的広域処理施設の早期整備

　・微量PCB混入廃電気機器等の処理体制の早期確立

２　農用地除外・農地転用基準の厳格化および農業会議・農業委員会の機能強化並びに農地の保全・活用支援制度の拡充

· 農地転用許可および農用地除外基準の運用の厳格化の実施

· 農業会議および農業委員会への支援の拡充と地方分権改革推進委員会第1次勧告の実施

· 都市農地保全のための支援対象の拡大、認定農業者への支援制度の拡充

３　地籍調査事業の推進

· 測量新技術を活用した制度の拡充

４　動物由来感染症の確定診断権限の設定

・動物由来感染症の拡大防止を目的として大阪府立大学への確定診断権限の設定


	１　PCB廃棄物の適正かつ確実な処理

○低濃度PCB汚染物の適正処理実証調査事業

（全）5,200万円　（H21　2,300万円）
２　農用地除外・農地転用基準の厳格化および農業会議・農業委員会の機能強化並びに農地の保全・活用支援制度の拡充

· 農地制度実施円滑化事業費補助金

　（全）20.5億円　（Ｈ２１　6,000万円）

· 農業委員会交付金

　（全）47.8億円　（Ｈ２１　47.8億円）

· 都道府県農業会議会議員手当等負担金

（全）5.6億円　（Ｈ２１　5.7億円）

※ 耕作放棄地等再生利用緊急対策交付金(支援対象拡大なし）

※ 営体育成交付金（支援制度の拡充なし）

３　地籍調査事業の推進

○山村境界基本調査

（全）　2億円　（H22新規）
４　動物由来感染症の確定診断権限の設定

◆予算項目以外の状況
動物由来感染症の確定診断権限の設定について、農林水産省消費・安全局動物衛生課と協議を継続中。

	（全）5,200万円

（概算要求額）
（全）52.6億円

（全）47.8億円

（全）5.5億円

　
（全）1億円
	


注）　（全）：全国枠予算、（国）：国費ベース、（事）：事業費ベース
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